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男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化

し
た
表
現
、
対
等
で
な
い
表

現
、
外
見
な
ど
を
不
要
に
強
調

し
た
表
現
は
、
人
々
に
不
快
感

を
与
え
た
り
、
差
別
や
偏
見
の

助
長
、
固
定
的
な
考
え
方
の
押

し
つ
け
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
の
表
現
の
手
引
」

を
作
成
し
、
市
の
刊
行
物
で
適

切
な
言
葉
や
表
現
を
使
用
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
に
あ
ふ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
け
止
め
る

際
に
は
、
男
女
平
等
と
な
っ
て

い
る
情
報
か
を
主
体
的
に
読
み

解
き
、
適
切
に
選
択
し
、
使
い

こ
な
す
力
（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
）
が
必
要
で
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
多
様
な
個
性
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

 　

男
女
共
同
参
画
室
で
は
次
の

冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所　

企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
、
図
書
館
本
館
・

各
分
室
、
公
民
館
各
館
ほ
か

【
第　

回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

２９
男
女
平
等
に
配
慮

男
女
平
等
に
配
慮
しし

た
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

た
表
現
と
メ
デ
ィ
ア 

・
リ
テ
ラ
シ

・
リ
テ
ラ
シ
ーー

ご
覧
く
だ
さ

ご
覧
く
だ
さ
いい

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
室室

発
行
冊

発
行
冊
子子

記
録
集
】

　

昨
年　

月
に
行
わ
れ
た
、
男

１１

女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト

「
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
」
の
内

容
（
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
し

な
や
か
な
コ
コ
ロ
の
作
り
方
ほ

か
）
を
記
録
集
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

【
情
報
誌
「
か
た
ら
い
」　

号
】

４３

　
「
か
た
ら
い
」
は
、
市
民
編
集

委
員
と
協
働
で
企
画
・
執
筆
・

編
集
し
て
い
る
冊
子
で
す
。
今

号
は
特
別
企
画
「
介
護
者
の
目

線
に
立
っ
た
支
援
を
め
ざ
し

て
」
な
ど
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
【
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
子
育
て

忙
し
い
パ
パ
の
た
め
の

子
育
て
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
】

　

多
摩
３
市
男
女
共
同
参
画
推

進
共
同
研
究
会
（
小
金
井
市
、

国
立
市
、
狛
江
市
）
で
は
、
多

摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助

成
金
を
活
用
し
、
平
成　

年
度

２７

は
子
育
て
を
テ
ー
マ
と
し
て
研

究
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
で
考
え
る
子
育
て

に
つ
い
て
の
啓
発
の
一
環
と
し

て
本
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

　台風・集中豪雨などの多発期に備え、小金井消防署、市消防
団などの関係機関や地域の方々と連携して、水防訓練を行いま
す。
　各家庭でも実践できる「簡易水防工法」「可搬ポンプによる
排水活動」等の体験ができます。参加する方は、動きやすく汚
れてもいい服装でお越しください。
　なお、平成２７年３月３０日に、野川が洪水予報指定河川に指定
されました。洪水予報が発表されたら、建物の２階や高い場所
へ避難するなど、身の安全を確保する行動をとってください。
と　き　５月８日（日）午前１０時～正午
ところ　都立武蔵野公園野川第二調節池（中町１丁目）
問合先　地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

台風シーズンを前台風シーズンを前にに
水防訓練を実水防訓練を実施施

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
東
京
都

２７

通
学
路
防
犯
設
備
整
備
補
助
金
を

活
用
し
、
小
学
校
の
通
学
路
に
お

け
る
児
童
の
安
全
確
保
の
強
化
を

目
的
に
、
市
立
小
学
校
の
通
学
路

に　

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

３４
ま
し
た
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
あ
く
ま
で
学
校

や
地
域
の
方
が
行
う
見
守
り
活
動

を
補
完
す
る
も
の
で
す
。
今
後
も

学
校
や
地
域
の
方
と
の
連
携
を
さ

ら
に
充
実
し
、
地
域
に
密
着
し
た

方
法
で
温
か
い
見
守
り
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
置
場
所
等
、
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

学
務
課
学
務
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
４
）

３８７

 　

都
で
は
、
石
神
井
川
河
川
整
備

計
画
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
計

画
書
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所　

都
北
多
摩
南
部
建
設

事
務
所
（
府
中
市
緑
町
１
儿　

儿
２７

石
神
井
川
河
川
整
備
計
画

を
変
更

１
）
、
都
建
設
局
河
川
部
計
画
課

（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
中
央
）

２２

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
都
建

設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.ken

setsu
.m
etro
.to
kyo
.

jp

）
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

都
建
設
局
河
川
部
計
画

課
（
☎　

儿
５
３
２
０
儿
５
４
１

０３

４
）
、
市
都
市
計
画
課
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
５
９
）

３８７
 　

都
で
は
、
野
川
の
河
川
整
備
計

画
（
変
更
原
案
）
に
つ
い
て
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　

５
月
２
日
（
月
）
～

　

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
（
②

２７

３０

③
は
９
時
）
～
正
午
、
午
後
１
時

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

閲
覧
・
意
見
受
付
場
所　

①
市
都

市
計
画
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
②
都
北
多
摩
南
部
建
設
事

務
所
（
府
中
市
緑
町
１
儿　

儿
２７

１
）
、
③
都
建
設
局
河
川
部
計
画

課
（
〒　

儿
８
０
０
１
住
所
不

１６３

要
・
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
中
央

２２

☎　

儿
５
３
２
０
儿
５
４
１
５ 

０３ 河
川
整
備
計
画
（
変
更
原

案
）
の
閲
覧
お
よ
び
意
見

募
集

FAX
　

儿
５
３
８
８
儿
１
５
３
３
死S

０３

0
0
0
0
3
8
4
@
sectio

n
.m
etro
.t

o
kyo
.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
都
建
設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.ken

setsu
.m
e

tro
.to
kyo
.jp
/kasen

seib
ikei

kaku
/

）
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

５
月　

日
２７

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
直
接

（
①
～
③
）
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
③
の
み
）
で

意
見
書
受
付
場
所
へ
。

問
合
先　

市
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
除
草
剤
を
「
市
の
施

設
お
よ
び
公
共
の
場
所
で
は
使
用

し
な
い
」
と
い
う
自
主
規
制
の
方

針
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
販
の
除
草
剤
は
、
国
が
農
薬

取
締
法
に
基
づ
き
安
全
性
を
確
認

し
、
登
録
を
認
め
た
も
の
で
す

が
、
除
草
剤
を
過
度
に
ま
く
こ
と

に
よ
る
土
壌
・
地
下
水
の
汚
染

や
、
生
物
へ
の
影
響
な
ど
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
む
を
え
ず
除
草
剤
を
使
用
す

除
草
剤
の
過
度
な

使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う

る
際
は
、
適
切
な
方
法
で
使
用

し
、
過
度
な
使
用
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
面
積
が　

平
方
㍍
以

５００

上
の
農
地
等
を　

年
以
上
継
続
し

３０

て
営
農
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
件
に
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
う

え
で
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
生
産
緑
地
法
の

行
為
制
限
が
解
除
さ
れ
た
農
地
で

も
、
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
再

指
定
で
き
ま
す
。

　

農
地
等
の
指
定
（
既
存
生
産
緑

地
地
区
へ
の
追
加
を
含
む
）
を
希

望
す
る
方
は
、
調
査
等
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
事
前
に
連

絡
の
う
え
、
環
境
政
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

相
談
期
間　

５
月
９
日
（
月
）
～

生
産
緑
地
指
定
申
請
の

事
前
相
談
の
受
け
付
け

　

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
～
正

１８

３０

午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

問
合
先　

環
境
政
策
課
緑
と
公
園

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

５
月
２
日
午
後
５
時　

分
～
５

１５

日
は
、
電
子
申
請
の
受
け
付
け
が

で
き
ま
せ
ん
。
期
間
中
は
、
粗

大
・
枝
木
受
付
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
９ 
　

儿　

儿
０

３８７

０４２

３８７

４
４
４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

 　

市
内
の
一
部
地
域
の
下
水
道
管

の
調
査
と
雨
水
ま
す
の
清
掃
を
実

施
し
ま
す
。

　

作
業
員
は
、
市
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
、
腕
章
を
着

用
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

大
型
連
休
中
の
枝
木
・
雑

草
類
・
落
ち
葉
回
収
の
申

し
込
み

FAX

下
水
道
施
設
の
調
査
お
よ
び

清
掃
を
実
施

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間　

５
月
～　

月
１０

問
合
先　

下
水
道
課
工
務
維
持
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
６
）

０４２

３８７

 　

こ
の
文
化
財
は
、
江
戸
時
代
に

村
内
で
亡
く
な
っ
た
巡
礼
者
を
供

養
す
る
た
め
、
村
の
人
々
に
よ
っ

て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

名　

称　

宝
永
五
年
六
十
六
部
廻

国
供
養
塔

と
こ
ろ　

中
町
４
儿　

（
は
け
の

１２

森
緑
地
２
内
＝
火
曜
・
水
曜
・
金

曜
日
閉
園
）

種　

別　

有
形
民
俗
文
化
財

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

新
た
に
市
指
定
文
化
財
を

指
定

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　観光と地域の人材、活動をつな
ぎ合わせて行政と連携しながらま
ちおこしを強力に進めていくこと
をめざし、（一社）市観光まちお
こし協会が設立されました。同協
会の主な事業は次のとおりです。
【観光振興事業】　
　桜まつり、お月見のつどいなど
のイベントやまちなか観光案内事
業を通じて、シティプロモーショ
ンの強化を図ります。
【情報受発信事業】
　これまでの地域情報が分散して
いたところを、地域の情報受発信
組織を一本化することで、
受発信だけではない、情報
の有効活用の仕組みづくり
を行います。
　情報発信は、同協会ホー
ムページ（http://koganei-
kanko.jp/）を中心に行いま
す。
【中間支援事業】
　市内の情報、団体、活動
を仲立ちし、その取り組み

をコーディネートすることで、地
域に新たな取り組みや既存の取り
組みの拡大が図られるよう支援し
ます。
【情報交流・案内拠点】
　同協会事務所では、観光案内資
料だけでなく、商店街のイベント
ポスター、催事ちらし、市内団体
の活動紹介資料などを取りそろ
え、観光やまちおこしの拠点とし
ての機能を備えます。
問合先　同協会（本町６−５−３
シャトー小金井１階☎０４２−３１６−
３９８０）

市
立
小
学
校
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

建

建
建

建
建

（（一一社社））市市観観光光ままちちおおここしし協協会会がが設設立立（一社）市観光まちおこし協会が設（一社）市観光まちおこし協会が設立立


